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ヘリタビ（同）

起業家支援事業助成金
（社会的事業枠）を利用して 代表社員

前畑 洋平

●必要な撮影機材を導入できた
●産業遺産の精細なデジタル記録が可能になった
●産業遺産の価値や魅力を社会に発信できた

産業遺産の歴史的・文化的価値を高めるため
デジタル記録とツーリズムで過去と未来をつなぐ

神戸市

「廃墟の女王」と呼ばれる旧摩耶観光ホテルの見学ツアーも

廃虚に産業遺産としての価値を見いだす
　神戸市を拠点に、ツアーの企画・催行やデジタル記録
を通して、廃虚や産業遺産の魅力を発信している同社。
前畑洋平代表は小学生の頃、『ぼくらの七日間戦争』とい
う映画に影響されて廃工場に秘密基地を作ったことを
きっかけに、廃虚の魅力にのめり込みました。中学生から
関西圏の廃虚を巡り始め、20代の頃には全国に足を延ば
す中で、それらの中には日本の近代化を支えた産業遺産
も含まれていることに気付きます。「先人からのヘリテー
ジ（遺産）が人知れず解体されていく現状をどうにかし
たい」という思いから、NPO法人において、廃虚・産業
遺産の見学会や調査・記録、それらを軸にした地域活性
化に取り組んできました。
　活動を通して市民と遺産をつなぐコーディネート役と
しての信頼を構築し、近年は自治体や企業から記録方法
やツアー企画などに関する相談が増加。そこで新たに、
自治体や企業向けのデジタル記録事業、大手旅行会社と
連携したツアーの企画などをビジネスとして展開してい
くために、2025年、同社を設立しました。
　「産業遺産というと難しく聞こえるかもしれませんが、

廃虚といえば間口が広がり、多くの人の興味を引き、そ
の歴史的・文化的価値に気付いてもらいやすくなると考
えています」

VRが開く遺産体験の新たな可能性
　合同会社設立に当たり、産業遺産のデジタル記録を事
業の核に据えた前畑代表。「自治体などが求める精細な
記録を残すには、高品質なカメラやドローンなどの機材
が必要不可欠でした」と振り返ります。
　機材導入にかかる資金を調達するため、インターネッ
トでひょうご産業活性化センターの「起業家支援事業助
成金」を見つけ、すぐに申請。助成金を活用してドロー
ンやミラーレスカメラなどを導入し、自己資金を投じて
360度カメラなども加え、自由視点VRコンテンツや実
写バーチャルツアーの制作体制を整備しました。これに
より、現地に足を運べない人も遺産を体験できるデジタ
ルコンテンツの提供が可能になりました。
　現在は「廃墟景観研究所」と名付けた活動拠点を神戸
市内に構想中。記録や資料を閲覧できる資料館機能を持
たせるほか、愛好家が集まり情報交換できる場にしたい
と考えています。「廃虚の景観そのものをクローズアッ

制度利用の流れ
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当センターへ
申請する

書面審査、ヒアリング審査を
経て助成事業に採択される

事業完了後、実績
報告書を提出する

助成金が支給
される
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調査には研究者や大学院生らが参加 助成金を活用して導入した撮影機材

プし、その価値が市民権を得ることで所有者の意識が変
わり、産業遺産として残そうという動きにつながってい
けば」と意気込む前畑代表。老朽化すれば解体されるこ
とが当然だったものに価値を見いだし、適切な保存方法
を模索しながら後人に託すための挑戦が続きます。

ヘリタビ合同会社
神戸市兵庫区御崎本町3-2-12　 T 080-7173-5245
●代表社員／前畑洋平
●事業内容／産業遺産の記録映像撮影、ヘリテージ
ツーリズムの企画・運営　Ｈhttps://heritabi.com/
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あなたの本を
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こちらから
▼

株式会社 神戸新聞総合印刷

•�事務所開設や初度備品、広告宣伝など起業にかかる
経費について助成を受けられます
•�空き家を利用する場合は別途100万円まで助成を受
けられます

問ひょうご産業活性化センター新事業課
Ｔ078-977-9072
制度の詳細についてはホームページをご覧ください

利用メリット起業家支援事業助成金（社会的事業枠）
地域の需要創出と経済活性化を図るため、将来有望
なビジネスプランで起業を目指す中小企業を支援し
ます。「社会的事業枠」はデジタル技術を活用した社
会的事業分野での起業が対象。他に「一般事業枠」、
UJIターンの人向けの「ふるさと・事業承継枠」、30
歳以下の人が対象の「若者枠」もあります。

【助成率】対象経費の1/2以内
【助成額】上限100万円 ※空き家を活用する場合は別途100万円まで


